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論文

西表島・石垣島の沓部に生資する

サキシマスオウノキ林の構造について

荒木安理*・加藤 i削*・金子隆之*・渡辺弘之*・新本光孝**

Stand Structure of Looking幽 glassTree (Heげtieralittoralis) 

Forest in Small Valleys on Iriomote and Ishigaki Islands. 

Ari ARAKIぺTsuyoshiKATO*， Takayuki KANEKOへ

Hiroyuki WATANABE* and Mitsutaka ARAMOTO~日~

サキシマスオウノキ (HeritieralittoralisJは通常'マングローブの後背滋地や海岸付近;二分布する。しかし，石垣島於茂

主主岳山宣告の富良川上流域の沢沿い(襟潟50-80 m) に加えて， illi茨ぬユツン JII~と碕に佼援する沢沿いの斜閲(際潟 30m

~ 70m)にもサ-t-シマスオウノキが分布することが切らかになった。そこで，これら 2つの林分と浦IJ;JJ 11の後符[毘j訟に

みられる林分とを比較するため，線総jil立径 5cm以上を対象とした係ァ"翻3設を行った。於茂登やユツンjと磁のサキシマス

オウノキは，沢沿いで絞筏25cm 以上もある磁のt闘員Jt!!1こ分布していた。 i市内のj現地林分では，出現彼鎖数が28徴であっ

たのに対し，於茂主主やユツン北沼ではそれぞ'~L57{愛， 45殺と多く， α多様t主も潟い{遂を示したむサキシマスオウノキは

林冠!穏において念宮調査E院共通の f~1お後となっていた。その他の樹後では，於f主主主やユツン北西では常総潟水磁のイタジイ

の給対俊市f!，(が潟く，織内に多くみられた湿地性のサガリパナは出現しないなど，立地による浅いが現れていた。潟水綴

が多様な畿によって構成される於淡緩やユツン北西では，他種間との競争があるため，サキシマスオウノキの樹尚もより

潟くなる傾向がみられた。

キーワード:石j豆島，頭要ミi為，サキシマスオウノキ，林分持~j遊

Looking-glass tr巴e(Heritiera littoraIis Dryand.) generally distributes in back mangrove and coast日1areas. H. littoralis stands， 

however， are found on the stony sedim巴ntin the upper stτ桂昌m(alt. 50廟 80m)ofth記Miyarariver， at the piedmont of Omotodake 

Hill， Ishigaki island， and in a small valley (alt. 30 -70 m) northwεst of the Yutsun river， Iriomote Island. The forest structure of 

these two stands (Omoto and northwest Yutsun) was compared with that of back mangrove in Urauchi， Iriomote Island. All trees 

bigger than 5 cm DBH were tagged and measured. H.littoralis was dominant in the canopy layer of each stand. Twenty-eight 

species were recorded in the back mangrove of Urauchi， 57 in Omoto， ancl45 in northwest Ylltslln. In Omoto ancl northwest 

Ylltsun， H. littOl百lisdominantly occurrecl with Castanopsis sieboldii. Each alpha-cliversity of the two stancls was higher than that 

of back mangrove at Urauchi wh♀re Barringtonia racemosa was dominant. It is suggestecl that the characteristics of each stancl 

structure ref1ect a differenc邑ofhabitat. In Omoto ancl Yutsun wh邑reconsist of various species， tre邑heightwas higher in Heritiera 

littoralis than that of Urauchi because of competition betw忠告nsp巴ci邑sfor habitat spaω. 

Key words: Ishigaki islands， Iriomte islands， Heritiera littoralis， stand structure. 
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1.はじめに

サキシマスオウノキ (Heritieralittoralis Dryand.) ，主

アオギ1)科 (Sterculiaceae)サキシマスオウノキ腐の常

株高木で，日本では本属1種のみが分布する。 1ft界的に

はインド洋，太平洋岸の熱帯・班熱;市地域に広く分布し

ている (Kostermans，1959)。日本では奄美大島を北践

とし，沖縄本島，先島群島，特に八重山群島をや心に分

布している。幹は灰褐色で，器部にはヘピのようにう

ねった板根がある。果実は光沢のある暁褐色，水質ーで竪

く， i年水に浮き，許制定によってff士布される。そのため，

サキシマスオウノキはマングローブの後背混地や海岸沿

いに!幅広く分布する (Ridley，1930)。八重山群島の西表

島の古見には日本般大といわれるサキシマスオウノキが

存在し， Iヨ越ら (1983)によりこの林分の調査が行われ

ている。
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しかし，特異な例として内陸部における分布が

SteenIs (1984)によって報告されている。ジャワ島から

南西約300kmにあるクリスマス島では，標高30-70m

の台地で，玄武岩と省灰岩から構成されるむき出しに

なった断隠ょに，約200本ほどの孤立林分を形成してい

ることが確認されている。また，日本では石坦島於茂登

岳山麓の襟i蕗50-80mの:r1l!点に分布していることがわ

かっている(天野・前i払 1981)。今関新たに西表島ユ

ツンJIIから北部に依寵する谷，標高 30m -70 mのと

ころにもサキシマスオウノキ林が分布することが著者ら

の踏査によって明らかになった。

権iiTE散布といわれ，マングロープの後背混地や海岸線

付近に分布するといわれてきたサキシマスオウノキ群落

がなぜ内陵部に出現するのかは大きな疑問である。ま

た，立地が異なれば林分の構造や積極成に何らかの変化

が生じるはずである。クリスマス島の林分については，

残念ながら群落としての矯遣や種組成について十分に述

べられていない。また，クリスマス島や石坦島於茂登出

麓では海流などによって穂子が供給されないため，どの

ように姻体群を維持しているのかは興味深い諜題であ

る。そのためには異なる立地に成立する林分に永久調査

区を設け，長期的な観察が必要である。そこで本研究で

は，日本におけるサキシマスオウノキの特異な2林分で

ある石坦島於茂登岳山麓の林分と由.表高ユツンJlI北部の

林分， I:3よび一般的であるマングロープ後背湿地に成立

する林分として臨表島浦内)11中流域林分について，それ

ぞれ林分構造や種組成に関する関査を行い，林分間の比

較を試みた。

II.錦査地

調査は①石崎蕗於茂笠岳山殺の林分(N24
0 

25' 52" ， 

E 124
0 

12' 58" )， @西表島ユツン)11から北西谷に位置

する林分 (N24
0 

23' 22" ， E 123
0 

52' 53" )，③浦内

)11 中流域後背i湿地の林分 (N24
0 

22' 41" ， E 123
0 
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， 52" )の3ヶ所に調査地を設けた(図-1)。調査地概

況は表-1に示し，次に各地点の詳細な概況を示す。
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①石壇鳥於茂登岳山麓

八議i幻欝島の東部にi立註する石垣島は酉積217kni，年

平均気i品23.6"Cを示し，年降水量は， 2，195mm，年平均

湿度80%，年蒸発査を11，662.8mm'a::'示す。気倣帯として，

II[熱管混if弱気侠暗に合まれ，気般的措生としては，現

熱帯'I'i常緑降雨林に属す熱帯と潟帯の移行情となってい

る。東アジア季節風帝に腐し，冬には北京季節風が，

には南東季節風が卓越し，その変わり自の選手と秋には天

候が変りやすく，特に，森には降雨が多い。台風は6-

11月にみられ，特に7-9月は鎖紫に来襲する(新納ら，

1974)。
拠資地は，石塩島の内i波，海:降級からは底線日e:出lliで約

9km離れた官良JlI上流部Li.J事の，標高 50-80 mの谷

部地形にある。サキシマスオウノキが生育しているの

は，斜面崩壊後に発生した離の堆積地で，斜度は5-25

1交である。我流7](や伏流水が流れており，宮良川本流に

往ぎ込んでいる。礁の状態や水の流れから，小規模の撹

乱が棋繁に発生していると考えられる

@西表島ユツンJIIから北西の谷

西表島は，閥横287kniで，琉球列島の中では2番目に

大きな蕗であり，年平均筑j晶は23.3
0

C，年間の降水量は

2，500mm以上に達している(宮罰・小谷， 1963) 島全

も
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Table. 1. Condition of study sites 

Site no. Plot area (m2) Altitude (m) (") Character of habitat 

① Omoto on Ishigaki island 3，100 50-80 5-25 Inland， stony s日climent

① 
in small vally 

Yutsun on Iriomote island 1，300 30-70 15-30 Stony secliment 

① 
in small valley 

Urauchi on Iriomote islancl 2，000 X 2plots 。-5 0-5 Back 
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体が山地地形をなし，山地が海岸まで迫り，特に南西部

及び南部の海岸では急斜商または麗状になっている。そ

の一方，北西部，北部及び東部においては，滋岸段j王や

台地が発達し，緩やかな傾斜閣を見せている(新約ら，

1974)。
調査Ji!tは，西表島北部の海岸線から300mほど内陸側

で，ユツン)11の北西に位援する。標高30~ 70mで，傾

斜のある谷筋に分布する。於茂紫によじべるとサキシマス

オウノキの分布面積はかなり小さいが，於茂授と同じよ

うに硯iが堆騎していて，沢となって水が流れていたり，

あるいは伏流水として常に水が流れている。於茂授のよ

うな崩壊地ではないが，斜度が大きいため際が移動しゃ

く，撹乱が発生しやすいと考えられる。サキシマスオ

ウノキの大木が大きな石を線に巻き込んだまま倒木と

なっているのが見られた。また，関木したサキシマスオ

ウノキは枯死せずに，そこから機校や萌穿が新たな主幹

として，林冠!欝まで到達している例も確認した。

③西表島j甫内JlI中流域後背湛地

西表島j甫内)11中流域にあるマングロープ後背混地で，

所々に深く入り込んだ潮汐による流銘を除くと起伏のな

い平器地である。 通常滞水していない網目状の流路に

よって区切られた段丘状の高い王子地と流路との高低差は

1m 近くあるが，高潮時には流協に沿って浸水する。ま

た，土壊の起伏があまりないために水はけが悪く，水が

{停滞する場所などもあり生育環境に若干の悲が生じる。

アナジャコの塚が多数存在し， 1mくらいの高さのマウ

ンドが形成されている。サキシマスオウノキは一放にマ

ングロープの内陸測に位澄し，汽水性泥炭湿地に群落を

形成するといわれ (Richards，1957) ，この翻査地はそれ

にあたると考えられる。

班，諦査方法

調査は 1998年7月から 1999年7月までの間に， 3聞

に分けて行った。調査認はサキシマスオウノキの分布商

穣の狭い①於茂鷲と②ユツン北西にはそれぞれ3100m'，

1，3001112のプロットを林分の全11自体が含まれるように設

袋一 2.調査:It!!.の林分構造

Table. 2. Stand structurεin each plot(DBH ;;;; 5cm) 

出回限虫E
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し，分布菌積が広い③i甫内ではサキシマスオウノキ林

分の林相が良いところを選ぴ， 2，000111'のプロットを2ケ

所(鴻内A，i甫内B)設定した(間一 2)。各プロットに

おいて，胸高直掻5cmJよj、上の全{悶体について，

佳と樹高をisij定し，樹穂を記銭した。なお，板根が)j旬高

以上にまで発逮しているものは，板根の底上部分で測定

した。

V.結果及び考襲警

1.サイス'構造

全プロットの林分捕迭を表…2に示した。於茂設では

立木本数は 2，094本/ha，胸高断面積合計は 39.8m2/ha， 

サq--シマスオウノキは 423本/ha(20.2 % ) ，胸高!祈崩鞘

合計は 12.5m'/ha(31.4%)であったりユツン北閣では

立木本数は 2，369本/ha，)j旬商瞬間穣合計は 33.3m' /ha， 

このうちサキシマスオウノキは 277本/ha(11.7%)，腕

¥ 

① 
Omoto 

ー→--1'-

② 
NW Yutsun 

図-2. プロットの形:!:J~

Fig. 2. Form of plots on each study sit巴

/ 

@-1 
Urauchi A 

事)-2

Urauchi B 

にノ

10m 

Not邑s:Plots①and o were estab!ished so that alI H.littoralis trees ( 
;;;; 5cm in diameter) could be included. Plots窃-1and -2 

are representative portion of a H.littoralis stand in a back 
mangrove of Urauchi 

H. littoralis 
Plot name 

Tree density(Jha) Basal area(m2jha) Tree densityUha) Basal area(m2!ha) 
Omoto 

NWYutsun 
UrauchiA 
Urauchi B 

2，094 39.8 
2，369 33.3 
3，500 46.2 
4，780 47.5 

423 12.5 
277 10.9 
385 13.4 
850 16.3 



認1-3に4プロットのi笈f妥結別分布を示した。どのプ

ロットでもサキシマスオウノキは大きい慨体サイズにな

るにつれて，その割合が高くなっていて，火設の個体の

中では{愛占極となっていることがわかる。ユツン北西で

は20cm米満の憎体が少なく安定した偶体群構造を示さ

ないが，ぞれ以外の林分では弱い逆 j学班の安定した{期

休群を維持している。ユツン北西での寵筏分布におい

て，サキシマスオウノキの小設の僧体数は少ないが，

フィールド観察でみられたようなサキシマスオウノキの

大控個体の萌穿更新によって，個体群維持を行なってい

ると考えられる。全ての調資地で，大径姻体によヒベて小

径{弱体が少なく，サキシマスオウノキは少ない加入で定

議後の死亡率が低い少産少死型の生存戦略をとっている

と思われる。浦内Bが最も安定な個体群構i患を示してい

るが，ここは汽水性泥炭湿地で，他の高木種の生育に越

さないのにサキシマスオウノキは，この過湿な条件で生

育できる。このような場所はサキシマスオウノキの種子

の発茅にも良いと考えられ，実際フィールド観察から多

くの実生がみられた。

FOI乙RES.， KYOTO 71 1999 

10 12" ¥4 16 ¥8 

hoight 5i1:(I cl/!1Ss (m) 

密 1M

日olhor$Tocios 

翻H.I

岱othor叩出，.，

jjjlL-l 
同 帆 sizo蜘 s(m) I 

凶-4.各プロットにおける樹潟階別攻:木筏:皮

Fig. 4. Tree height distribution in each plot (DおHo;;5cm)
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高i1'Jf面積合計は 10.9m' /ha (46.0%)であった。 浦内A

では立木本数は3，500本/ha，胸高断面積合計は46.2m
2
/ 

ha，サキシマスオウノキは385本/ha(11.0%)，胸高断

酒積合計は 13.4m' /ha (29.0%)で， ~議内 B では立木本

数は4，780本/ha，絢高断面積合計は47.5ぱ/ha，サキシ

マスオウノキは 850本/ha(17.8%)，胸高断面穣合計は

16.3m'/ha (34.3%)であった。この結果から，全樹種及

びサキシマスオウノキにおいて，立木密度，胸高断面積

ともに最も高いのは浦内Bであった。於茂登やユツン北

西は，従来の立地と異なるところに分布しているにもか

かわらず，サキシマスオウノキの相対優占度は高い{寵を

占めていた。これは，於茂設やユツン北西は離のある沢

沿い斜面であり，一般に地の高木種が成立するのは沼難

であると考えられるのに対し，サキシマスオウノキは板

棋を広げることによって倒木を防ぎ，撹乱の影響を較滅

することができるためと考えられる。そのため，従来と

奥なる立地環境においても適応し，妊践に成長できたと

考えられる。ザキシマスオウノキの最大直径はi車内Bに

おける 62.8cm，最大樹高は於茂登の 19.5mであった。

2000 

2600 

2400 

2200 

2000 

'" 16叩
広

心 1600' 
ゐ 1 

314601 

g 1200 l 

" ド 1000I 

600 

600 

400 

200 

。臥幽~_.-同国り…九一一一ん
初 m ，内側倒的物術的例制の o 助制

守:!?! ;!; ~ミユt :r ~.1d誌;z; ;t ~を
ふ I f 1 1 1 I 1 I 1 1 I 1 1 I 

笠宮筑 波符 ~'l ~ 

DBH 5il:o class (cm) 

Urauchi B 隠 H.I
口othOfSPCCl05

回一 3.各プロットにおける夜径階別立水密度

Fig. 3. DBH distribほioni日記achplot (DBH;;主5cm)

肋

x
t
n
{

品別

m凶

v
t
m
a

p

約
凶

vwtm九
A

C

Z
?治
開

局

命

atのめ
4

2
s
t
e
田

町

船

3
4

4
ω
n
t刷
局

f
出
t
向

。

'
M
Z
“t
お

t

t

e

 

内

u

w

e

e

-

-

M

醐

s

m

r

J

凪

o

r

u

止

汗
川
川
リ
1
J
リ
J

j
リ
リ
凶
閥
阻

Z
L

脚

脚

棚

捌

脚

捌

脚

棚

捌

脚

叩

蜘

制

問

。

2

2

2

2

2

1

1

2

1

1

 

〈

mぷ
¥
)
、

pdacou

。ω
L
L
P

2000 

2600 

2400 

2200 

2000 

.-. 1800 

316凹

わ

~ 14∞ 
~ 12∞ 
む、
い 10叩

000 

6凹 1
400 i 

2∞i 
。LII.1illJ.o_ーーー

。..れ"""" '" '" <7> '" <1'> ~... ，" '" m 命例

。':! ~良，苫寄.:\ sl (3;t: ~ 
ふ 111 I 1 I I t 1 I l I l I 

'!: ~ミ詑潟誕l !.1 '!i鼠 2段

08対引zoc!m.lS (cm) 

飽H.I

ロothorspocios 

Urauchi A 

38 



39 

で、{琵おする餅i高階が於茂主主で治;かったのは，これらの潟

水磁との競争が影響していると考えられる。しかし，イ

タジイやギランイヌピワはサキシマスオウノキのように

なったl擦のよには分布せず，沢Ilちから離れた土演

の発達した斜面上に分布する。このように過混で不安定

な沢筋ではサキシマスオウノキ以外の高木種が成立する

のは回難であると考えられる。

3.α多機性J.iZび群落組成の麓異

表-4はサキシマスオウノキ群落のα多様性について

捌べるために， Shannon曲 Wiener関数(貯)を泊L、て，今

した4プロットと日越ら (1983)による古見のデ…

タ(胸高舷径5cm以上を対象にしたものに改変)を加え

て得たものである。 i誌帯森林での α多様性は 2~3 とい

われ (Risser& Rice， 1971) ，多荊林では4.517，モンスー

ン林では3.260，サバンナ林では2.404(伊藤秀王， 1977) 

である。これらから考えると， +J-.:lrシマスオウノキ群落

のα多操性は於茂資の2.51，ユツン北西の2.72，i議内A

間-4に4プロットの樹iliIiI措別分布を恭した。すべて

のプロットにおいて，直径階分布でみられたパターン肉

様に，林話j留になるに連れてサキシマスオウノキの割合

がi鳴くなり， i愛占磁となっていることがわかる。サやシ

マスオウノキが{奨占種となる樹高階は於茂設で14m以

ユツン北西で11m以上， i前内Aで10m以上， i甫内
Bで9m以上と異なっている。 階層構造はどのプロット

もあまり明瞭ではないが，於茂登では 3/習になってい

た。どのプロットでも，サキシマスオウノキが使点する

以下では地の樹穂の割合がかなり多い。

森林研究711999 
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2.種組成

表-3に各プロットでの出現樹犠別の立木密度，胸高

断間積合計，相対{愛占皮を示した。出現穂数は於茂査が

57穂と最も多く，次いでユツン北西が45種， i甫i勾A，B 

がともに 28種と於茂登の半分以下であった。サキシマ

スオウノキの他に全プロット共通に出現する積で，立木

密度が高かったのはモクタチバナ (Ardisiasieboldii)で

あった。しかし，モクタチバナは，立木曾皮に比べ絢i高

i訴商務合計ではあまり大きな植を示さなかった。その他

に全プロットに共通に出現した種は，タブノキ

(Machilus thunbergii) ，イスノキ(Distyliumracemosum)， 

アカメイヌピワ (Ficusbengutensis)，オオパギ

(Macaranga tanarius) ，カキパカンコノキ (Glochidion 

ze戸'anicum)，iiジュマル (Ficusmi，α'ocarpa) ，クサギ

(Clerodendrum trichotomum)，ハマイヌピワ(日・cus

virgata) ，フカノキ (Scheff1el万octophylla)，ホソパムク

イヌピワ (Ficusampelas)， ミフクラギ、 (Cerbera

manghas) ，リュウキユウガキ (Diospyrosmaritima) ，で，

モクタチパナを含めると，計 13種であった。イタジイ

(Castanopsis sieboldii)は，於茂登やユツン北西では相

対{愛占度の割合が高いが， i車内A，Bでは全く出現しな

かった。一方，サガリパナ (Barringtoniaracemosa)は，

浦内 A，Bではサキシマスオウノキを棺対僚出度で上

部っているのに，於茂査やユツン北部では全く出現しな

かった。また，海岸近くに生えることの多いクロヨナ

(Pongamia pinnata)は滞内A，Bに出現し，ユツン北西で

も出現していた。ユツン北西ではプロット周辺にもクロ

ヨナが出現していたが，於茂登では全くみられなかっ

た。これはユツン北西が海岸線に近く，於茂登が島の内

陸部に位鐙するからだと考えられる。

各プロットで，相対憐占度上位5殺のi査読一樹高関係

を図-5に示した。モクタチバナやサガ1)パナはやド冠j習

ではみられず，より低い!留で立木密度が高くなってい

た。於茂登ではイタジイやギランイヌピワ (Ficus

variegata)の潟水穣が，林冠!替に出現していたO 図-4
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淡… 3.各プロットにおける種組成

Tabl邑.3. Floristic composition in each plot(DBH 6; 5cm) 

①Omoto (Plot ar記a3100 m2) φNW Yutsun ( Plot area 1300 m2 ) 

Species T.d* B.a判 R.b.a*** Species T.d* B.a** R.b.a料*

(lha) (m2/ha) (%) 

日記1'iti告1'alitto1'alis 423 12.48 31.38 Heatie1'a litto1'alis 277 10.93 32.88 
Cast.担 opsissieboldii 119 6.26 15.73 Ce1'be1'a manghas 262 4.28 12.88 
Ficus vaaeg.呂ta 103 5.77 14.51 Castanopsis sieboldii 62 1.93 5.80 
Ardisia sieboldii 577 2.77 6.95 Machilus thunbergii 100 1.88 5.64 
Quercus miyagii 42 2.10 5.29 Diospyros maritima 323 1.87 5.61 
Mac1lill1s tJwnbe1'gii 77 1.05 2.64 Scheff1era octophyJJa 100 1.55 4.66 
NeoJitsea aciculata 13 0.97 2.43 Ardisia sieboldii 254 1.41 4.25 
Cel'bera manghas 13 0.66 1.67 Rhl1s SllCC芭danea 46 0.88 2.66 
Distylium l'acemosum 52 0.65 1.63 Syzygiwn buxifolillm 23 0.74 2.22 
Fl'axinus griffithii 13 0.63 1.59 Distylillm racemosllm 131 0.71 2.15 
Rhus succedanea 39 0.58 1.47 DηヲDetesmatsllnwrae 46 0.64 1.94 
Scheff1era octophyJJa 42 0.53 1.32 Ilex Jiukiuensis 46 0.60 1.79 
SympJocos caudata 35 0.52 1.32 Pongamia pinnata 31 0.52 1.57 
Meliosma oldhamii 29 0.43 1.08 Meliosma oldhamii 15 0.49 1.47 
Styrax japonica 39 0.41 1.03 Ficus microcarpa 15 0.42 1.27 
Ilex warburgii 23 0.22 0.54 Diospyros ferrea 46 0.37 1.10 
Ficus microcarpa 10 0.19 0.48 Rhaphiolepis indica 15 0.32 0.95 
Livistona chinensis 3 0.19 0.47 CI巴rodend1'umtrichotomum 31 0.27 0.80 
Bischofia javanica 13 0.18 0.45 Osmanthus marginatus 62 0.26 0.80 
Persea japonica 39 0.18 0.45 Camellia japonica 54 0.25 0.76 
DaphniphyJJum teIjsmannH 13 0.17 0.42 Ficus ampeJas 38 0.23 0.69 
Osmanthus marginatus 35 0.16 0.41 Cyathea lepife1'a 23 0.22 0.66 
Cyathea Jepifel'a 10 0.16 0.40 Ilex integra 31 0.21 0.64 
Rhaphiolepis indica 26 0.15 0.39 β'ridelia balansae 38 0.21 0.64 
Itea oldhamii 32 0.14 0.35 Elaeocarpus sylvestris 15 0.20 0.61 
Mich邑lia∞mp1'essa 6 0.14 0.35 GJochidion zeyJanicum 15 0.19 0.57 
var. formosana Styrax japonica 31 0.19 0.57 

GJochidion zeylanicum 13 0.13 0.34 EJaeocarpus multif10rus 31 0.17 0.50 
Wendlandia fonnosana 19 0.13 0.32 Symplocos cochindlInesis 8 0.15 0.46 
Diospyros maritima 26 0.12 0.31 Ficus superba 8 0.15 0.46 
Ilex liukiuensis 13 0.12 0.29 Turpinia temata 23 0.15 0.45 
Syzygium jambos 3 0.11 0.29 Mallotus japonicus 23 0.13 0.39 
Macaranga tana1'Ius 3 0.11 0.28 Ficus variegata 8 0.11 0.32 
Archidendron lucidum 3 0.11 0.28 Garcinia subelliptica 8 0.09 0.27 
Ficus ampelas 16 0.11 0.28 NeoJitsea sericea 31 0.15 0.46 
Ficus benguetensis 23 0.11 0.27 Ficus bengllete1lsIs 15 0.08 0.25 
Neolits巴a呂ciculata 3 0.10 0.26 We1ldla1ldia fonnosa1la 15 0.06 0.19 
llex goshiensis 19 0.10 0.25 Ellonymlls tanakae 8 0.05 0.16 
Drypetes matsumu1'ae 6 0.09 0.23 .Fict1s virgata 15 0.03 0.10 
Turpinia temata 3 0.09 0.22 Macaranga tanarit1s 8 0.03 0.09 
Ficus virgata 13 0.08 0.20 D叩，hnIp!Jyll11mteijsmannii 8 0.03 0.09 
Illcium anisatum 16 0.07 0.19 Planc!JoneI1a obovata 8 0.03 0.08 
Clerodendrum trichotomum 10 0.07 0.18 Me1icope triphylla 8 0.02 0.05 
Garcinia subelliptiα 10 0.07 0.17 I1ex goshiensis 8 0.02 0.05 
Gardenia jasminoides 10 0.06 0.14 Tricalysia dllbia 8 0.02 0.05 
SympJocos cochinchinesis 3 0.05 0.12 

Total 2，369 33.25 100.00 Planchonella obovata 6 0.04 0.10 
Helicia cochinchinensis 6 0.04 0.09 
Dendropanax t1'ifidus 6 0.03 0.09 
Cam邑JJiajaponica 6 0.03 0.08 
Elaeocarpus japonicus 3 0.03 0.07 
Syzygium buxifolium 6 0.02 0.05 

* T.d : Tree density. Tricalysia dubia 3 0.02 0.04 
** B.a : Basal area. Turpinia te1'1laω 3 0.01 0.03 
**. R.b.a : Relative basal area. Tutcheria virgata 3 0.01 0.03 

Melanolepis multiglandulosa 3 0.01 0.02 
Elaeoc，1rpus multif1011ls 3 0.01 0.02 
MY1'sine seguinii 3 0.01 0.02 

Total 2，094 39.77 100.00 
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@-1 Urauchi A ( Plot area 2，000 1112 ) 

Speci昔話 T.d B.a R.b.a 
(lha) (1112/11a) area(%) 

BarrIngtonia racemosa 1，740 19.44 42.09 

Heritiera littoralis 385 13.43 29.08 

Ardisia sieboldii 850 5.56 12.05 

Machiltls thunbergii 75 1.85 4.00 

Cerbera manghas 75 1.11 2.40 

Schefflera octophylla 30 0.87 1.87 
Pongamia pinnata 35 0.61 1.31 

Bischo五ajavanica 10 0.43 0.93 

Clerodendrum tricJlOtomum 55 0.39 0.85 

Ficus microcarpa 15 0.33 0.71 

Glochidion lanceolatum 10 0.29 。‘62
Ficussupεrba 10 0.28 0.60 

Ficus caulocarpa 
υ '‘ 

0.27 0.57 

Distylium raεemosum 45 0.24 0.52 

Persea japonica 20 0.15 0.31 

Hibiscus tiliaceus 5 0.13 0.28 

Syzygium jambos 25 0.11 0.23 

Ficus virgata 15 0.11 0.23 

Diospyros maritima 30 0.09 0.20 

MacarangaωIlaritls 5 0.09 0.19 
Fraxinus griffithii 10 0.19 0.41 

Glochidion zeylanictlm 15 0.07 0.15 

Ficus ampelas 5 0.04 0.10 

MeJanolepis muldglandulosa 5 0.04 0.09 

I1ex integra 5 0.04 0.09 

Planchonella obovata 10 0.03 0.06 

Melicope triphyIIa 5 む.02 0.03 

Ficus benguetensis 5 0.01 0.03 

Total 3，500 46.19 100.00 

淡-4. 各プロットにおける Shannon-Wiener関数(日')

Table. 4. Alpha diversity obtained by H' index 

Plot name 五f

Omoto 2.51 
NWYutsun 2.72 
Urauchi“A 1.71 
Urauchi鴫B 1.64 
Komi~ 1.38 

Higoshi， 1983(See Fig.1) 

の1.71，?車内Bの1.64，古見の1.38であり，全般に低い

といえる。また，於茂鷲やユツン北西に比べ， i議内の間

プロットと古見はさらに低い催を示し，於茂査やユツン

北間のサキシマスオウノキ林分は，マングロープ後背湿

地の林分よりも多様性が高いことが示された。次にこれ

らの環境が異なるところに分布するサキシマスオウノキ

群落の環境傾度に沿う群集組成の遊興の税度を表わす指

数として Routledge(1977) のH'/3を用いた。

サンプルAとBにおける α多11ft性はそれぞ、れ，

H瓦口一三(fliA!NA)ln(fliA/NA) 

H'B = -'2(niB/NB)ln(niB!NB) 

①倫2Urauchi B ( Plot area 2，000 1112) 

Species T.d B.a 
(/ha) (1112/ha) 

Barringtonia racemosa 2，225 20.21 

Heritiera littoraIis 850 16.25 

Ardisia sieboldii 930 3.62 
Cerbera manghas 150 1.01 
MicheIia cOIllpressa 35 0.94 

var. fomJOsan8 
Syzygiulll ji1Illbos 170 0.73 

Pongalllia pinnata 40 0.72 

Machil!ls thunbergii 55 0.65 
Fic!ls variegata 15 0.41 

Fictls Illicrocalpa 30 0.37 

Fraxintls griffithii 35 0.37 
Clerodendl't11ll tl'ichotollltlIll 45 0.36 

Bischofia javanica 25 0.33 

Glochidion zeylaniclllIl 25 0.31 
Glochidion ImJceolatuIll 10 0.21 

Fictls virgata 15 0.18 

Fictls stlperba 10 0.15 
Persea japonica 30 0.12 

Scheffle1'8 octophyIIa 5 0.12 
Distylitllll racelllostlm 30 0.10 

Sylllplocos cochinchinesis 10 0.08 

Bridelia baJansa邑 5 0.06 

Rhtls stlccedanea 5 0.04 

Diospyros lllarItimJ 10 0.04 

Macaranga tana1'Ius 5 0.03 

Ficus bengu巴tensis 5 0.02 

Fictls 8mpelas 5 0.02 

Diospyros ferrea 5 0.01 

Total 4，780 47.46 

で，両者の平均はH'Aと日。おの力平均

E:円 HA(NA~ANB) 十郎(dh)
で表わされる。

一方，i多椋性{ま

品口一三(景時~) In (穀当初

41 

R.b.a 
area(係)

42.57 

34.24 

7.63 
2.13 

1.99 

1.54 

1.51 

1.38 
0.86 

0.78 

0.77 
0.76 

0.70 

0.65 

0.45 

0.38 

0.:31 

0.26 

0.24 
0.20 

0.17 

0.13 

0.09 

0.08 

0.06 
0.05 

o.m 
0.02 

100.00 

分類法式は， H1J?の{直の小さな組み合わせから結合

し，結合した群の新たなHgi?の値を算出し，同.び)11員次結

合するという作業を繰り返し，分類した Uil-6)。これ

から， i車内A，Bについては，マングロープ後背混地の

同一林分であるため，かなりの類似性がみられた。吉見

のプロットは同じクラスタ…にほ分はできたが，阿じ間

表島のマングロープ後背湿地である， {甫内A，詰との頼

似散はあまり i窃くはなかった。鴻内)11中流域では後背湿

地が広く，河川前総から内i設1f!1Jに向かつて，マングロー

プ林…サガリパナ群集ーサキシマスオウノキ群集と移行

している。古見の場合，すぐ後ろにはピロウ林のLLJがせ

まっているため，小閥横のマングロープ後背混地であ

り，マングローブ林ーサ今シマスオウノキ群集ーピロウ

林に移行していた。そのため， iAi内ではサガリパナの相

対{菱自度が高かったのに対して，古見では抵くなったと
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傘 Ili&os討し 1983

関… 6. H' ，1を用いたクラスタ-tflJ:iを
Fig. 6. The Results of clust記ranalysis obtained by H' ，1 

考えられる。また，鴻内では出現しなかった・海岸林構成

種のアダン (Pandanusodoratissimus) や機質塩湿地を

な3・むシマシラキ (Excoecariaagallocha) などが出現し，

種構成に多少の違いがみられた。これらの理由により古

見では類似性が低かったと考えられる。於茂投とユツン

北西は島が異なっているにもかかわらず，標高がある沢

沿い斜萌で，かつ大磯が堆穣する場所に分布するとい

う，立地環境がきわめて似ていることから組組成も額似

しており，閉じクラスターにほ分された。

1ι まとめ

今聞の調査により，クリスマス島，石理島於茂主主岳山

麓以外に西表島ユツン川近くの北西斜面の沢(標高30

m ~ 70 m) にもサキシマスオウノキ群落が分布するこ

とが明らかになった。於茂査やユツン北閣のサ年シマス

オウノキ林分では，従来知られてきたマングロープ後背

湿地にみられる林分とは異なり，斜間にある小さな沢沿

い谷部で，なおかつ直後25cm以上もある磁の堆積地に

成立していた。しかし，そのような立地にもかかわら

ず，若手溶においてサキシマスオウノキは林越j習を構成す

る{髭占鶴となっていた。また，マングロープ後背滋地に

みられる林分とよじベ，出現穂類数も多く，構成識にも

いがみられた。

サキシマスオウノキが生育する条件として，河JIIの水

位の変動や潮汐による間期的な浸水，あるいは沢からの

淡水の供給といった水との関係が共通していた。IlJ地谷

部では， ~諜堆積地帯で不安定などの聴!おで，一般に他の

高木藤が成立するのは関織であると考えられる。しかし

ながら，サキシマスオウノキは手反』良を広げることによっ

FOR. RES. ， KYOTO 71 1999 

て，樹木を|坊ぎ，撹乱の影響を軽減する。また，倒れた

際には，萌芽によって更新するなど，このような状況に

も適応していると考えられる。サキシマスオウノキの種

子は大きく，また，海水に浮く構造になっていることか

ら従来海流散布といわれ，マングローブ後背湿地や海岸

記泉近くにう子布すると考えられていたcしかしなカずら，1]守

茂登やユツン北西都音11のような標高のi高い特典な立地に

もサキシマスオウノキ群落を形成することから，これら

がどのように定着し，林分を形成したのか非常に興味深

く，これらの吏新動態についてさらなる研究を深めてい

きたいと考えている。
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林署より悶宥林入林許可を得た
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